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都市防災機能の強化
平常時の消火・救助活動を円滑にし，災害時に電柱の倒壊に

よる道路閉塞を防ぐとともに，電気や通信などのライフライン
の安定供給を確保する。

通行空間の安全性・快適性の向上
道路上の電柱をなくし，車両や歩行者だけでなく，誰もが安

全で快適に移動できる道路空間を確保する。

良好な都市景観の形成
視線をさえぎり景観の阻害要素となっている電柱や電線をな

くし，都市景観の向上を図る。
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①防災面
災害により倒れた電柱・電線が

救助活動の妨げになる
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電柱があることで歩道の幅員を

有効に活用できない

車両が区画線を超えて走行する

②安全面
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道路上に張り巡らされた電線が

景観を阻害している
③景観面
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市道 218.72km

無電柱化延長

30.55km

無電柱化率

14.0％
全国一の整備率

例：東京都 ８％
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平成３０年１１月１０日施行

無電柱化推進するための基本理念・役割分担等を明確
にすることで，市民・行政・関係事業者が連携して取り
組む方向性を定めた。

無電柱化を推進するための整備方針・整備計画・方策
を定めた。

１０年間の取り組み内容を明確化するだけでなく，将
来において円滑に取り組めるような方策を定めた。
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市民と共に創り上げてきた良好なまちなみ景観を、今後も継続
して維持・保全するために無電柱化を推進します。

方針２：美しい景観の形成

芦屋に住む人、訪れる人がまちなかを散策し、住みたい、また
訪れたいと思えるよう、高質な道路空間を創出する一環として
無電柱化を推進します。

方針３：にぎわいの創出

緊急輸送道路など防災上の位置づけのある道路だけでなく、こ
れらの道路から防災重要施設をつなぐ路線を「防災路線を補完
する路線」として位置づけ、無電柱化を推進します。

方針１：安全・安心な道路空間の構築
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無電柱化の方針 評価の着目視点 評価指標 評価得点

緊急輸送道路 20

防災重要路線 10

防災路線 5

生活循環軸 5

防災路線を補完するルート 5

防災路線を補完するルート（奥池地区） 5

主要な公共交通拠点に接続または隣接する 10

主要な公共交通拠点の近傍に位置する 5

生活関連経路Ⅰ（※１） 10

生活関連経路Ⅱ（※２） 5

子供たちの安全性 通学路 10

特別景観地区（芦屋川地区） 20

景観地区 10

芦屋川沿いの景観保全 10

宮川の河川空間の生かした街路景観の創出 10

シンボルロードの景観形成 10

市街地に潤いを与える街路景観の形成 5

緑豊かな街路景観保全及び形成 5

芦屋川沿岸地区 10

宮川沿岸地区 10

山手幹線沿道地区 10

南芦屋浜地区 10

国重要文化財に隣接する道路 10

市重要文化財に隣接する道路 5

あしや３大まつりの会場になっている 10

あしや３大まつりの会場へのアクセス道路になっている 5

風致地区第１種地域 10

風致地区第２種地域 8

風致地区第３種地域 5

芦屋市公共サイン計画のモデル路線（都市計画道路） 20

芦屋市公共サイン計画のモデル路線（その他道路） 10

無電柱化区間に挟まれている路線 20

無電柱化区間に接している路線 10

歩道幅員が２．５m以上 10

歩道幅員が２．５ｍ未満 5

自転車ネットワーク路線に位置づけられている 20

自転車ネットワーク補完路線に位置づけられている 10

街路樹が老朽化している 10

通行車両への対応 通行規制（高さ）がない 5

埋設占用されている施設が，１０年以内に更新予定 10

埋設占用されている施設が，２０年以内に更新予定 5

その他

無電柱化の連続性

歩道幅員による実現性

関連事業との連携

地下埋設物の更新

安全・安心な道路

空間の構築

都市計画マスタープラン

地域防災計画

公共交通拠点

誰もが安全に安心して
通行できる経路

美しい景観の形成

景観地区

都市計画マスタープラン

景観計画重点地区

文化財・史跡

地域の祭り

自然環境の保全

にぎわいの創出 創生総合戦略
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